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序　　文

南越前町長　川野 順万

平成 23 年 3 月

　このほど、大谷浦に伝わる宮川・向山両家の古文書調査が完了し、その目録を刊行する運

びとなりました。平成 12 年に調査を開始して以来、10 年もの間積み上げてきた成果を

ここにようやく公開できますことは、誠に慶びに堪えません。

　宮川・向山家文書は、総点数 2 万点以上にもおよぶ一括した庄屋文書であり、旧大谷

浦の土地・貢租・漁業・災害・村政などの全般的内容、福井藩との支配関係のほか、旧

脇本村や旧今庄村をはじめとする周辺地域との関係性を示す史料も含まれています。近

世から近代にかけての大谷浦の様子を詳細に伝えたものであるとともに、同時代におけ

る南越前町域の歴史を解明するうえでも必要不可欠となる貴重な史料といえます。

　当家文書の一部は、すでに『福井県史』（資料編 6）において紹介されていますが、そ

の全体にわたる解読を通して、さらに詳細な歴史的解明を果たしていくことが今後の責

務であると考えています。本書が関連の研究者はもちろん、町民共有の財産として広く

活用され、今後の地域史研究のきっかけとなれば幸いに存じます。

　最後になりましたが、長年にわたり調査のたびに当町へ足をお運びいただき、文書の

分類・整理作業において多大なる労を賜った、青木美智男先生をはじめとする多くの先

生方、当時は大学院生であった専修大学、学習院大学、國學院大学などの皆様に改めて

深く感謝を申し上げ、発刊の辞といたします。
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刊行に寄せて

専修大学  専修大学史編集主幹　青 木　美 智 男　　

　思えば 10 年ほど前、旧河野村だった時期に、ようやく河野浦の廻船主右近家の文書

整理が終わり、ほっとしている時だった。まだ清水村長もご健在だった。前助役の右近

了一さんから、大谷浦の宮川・向山両家の庄屋文書が、所蔵者だった東京の女子美術大

学から村に寄贈されたので、ちょっと見てくださいと言われた。

　今度は庄屋文書の整理かと思いながら、即座に大谷浦の景観が頭に浮かんだ。目の前

は若狭湾、後ろには山が迫る。猫の額のような平地に家が並んでいる村落の文書なら、

江戸時代の村落に関心を持つ研究者は、これはすごい文書だと思うのが普通である。今

泉や河野、大谷の村落のことを、江戸時代では「村」と言わない。「浦」と言った。海に

面し漁業を主な生業として生きる人々の暮らしに関する文書なら、誰もが一度は整理し

てみたいと思うことだろう。なぜなら四方海に囲まれた日本列島でありながら、「浦」関

係の文書は意外に少なく、なかなかお目にかかれないからである。

　こんなチャンスはめったにない。専修大学大学院文学研究科歴史学専攻に在籍する「古

文書の虫」たちに相談をして了解を得る。また河野村と深い関係がある学習院大学大学

院生だった野尻泰弘さんや、国学院大学大学院生だった坂本達彦さんたちに協力を求め

メンバーを揃えた。そして学習院大学文学部の高埜利彦教授や愛知大学文学部の神谷智

教授にご援助をお願いして、仕事を開始した。

　年三回の調査でも二万点以上の文書調査は、意外に進まなかった。しかし皆さんの協

力でなんとか終わることができた。それも途中から参加いただいた中部大学人文学部の

篠宮雄二准教授や関西大学文化交渉学教育研究拠点 COE 助教の荒武賢一朗さんなどのご

協力なしには成し得なかった。この成果は、こうした方々の古文書調査能力の高さと情

熱の賜物である。

　宮川・向山家文書は、海と山の村落にふさわしい内容の豊かな文書群である。また、

近世初期から近代まで連綿と文書が保存されている稀有な庄屋文書なので、これからの

分析を通して新しい近世村落像が提示されることだろう。　

　この間、河野村は平成の大合併で南越前町となった。私たちには若干の戸惑いもあっ

たが、こんなすばらしい文書整理の機会を与えていただいただけでなく、いつも町の皆

さんから暖かいご支援を賜り、心から感謝する次第である。本文書目録は、そのような

南越前町の皆さんのご協力によって生まれた学術的成果である。これを機会に大いに利

用され、新しい歴史像が描かれることを期待する。

　初春は水仙、春は梅、そして夏は紺碧の海。こんなすばらしい地域に、ものすごい歴

史と伝統が息づく。宮川・向山家文書は世界にただ一つしかない文書群である。このこ

とを肝に銘じて大切に守り活用していただきたい。それが整理に参加した者たちの心か

らの願いである。
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凡　　例

１　本目録は、これまで女子美術大学図書館が所有していた南条郡南越前町大谷の宮川

家・向山家の文書群をご寄贈いただき、現在南越前町教育委員会（旧河野村）が保管・

管理している文書である。

　　なお、本目録を『宮川・向山家文書目録』としたのは、これまでの整理作業の中で

両家の史料が混在され、今回の調査・整理作業の段階では両家の史料を完全に区分す

ることが困難であるため、両家連名の目録とした。

２　本史料群は、約 40 年前、当時の女子美術大学教員が購入し、学生らとともに調査

を行い約 1700 点を目録化した。また、福井県史編さんの際にも調査が行われ（昭和

57・1982 年 11 月）、一部は『福井県史』資料編にも所収されている。

　　以後、女子美術大学図書館が保存・管理してきたが、平成 11（1999）年 3 月、本

史料群の整理・調査および目録化を条件に、同大図書館より旧河野村へ寄贈された。

現在本文書群は、中性紙の文書整理用封筒に収納し、南越前町立河野図書館書庫に保

管されている。

３　本目録の配列は史料番号順とした。

４　本目録の記載は次の通りとした。

　　　史料番号　年代　干支　表題　差出 ( 作成 )　宛名 ( 受取 )　形態　点数　備考

５　史料番号は、各かたまりごとにアルファベットで表記し、中性紙封筒への袋詰めの

順番とした。また、各史料の保存状況により適宜枝番を付した。

６　年代のうち、本文に記載はないが消印などで推定できるものは（　）で表記した。

また、帳簿など記載年代に幅があるものは、書き始めの年代をとった。

　　なお、改元の元号、閏月、初・上・中旬、吉・末・晦日など、間違っている干支も

そのまま表記した。

７　表題は、原則として原題を記したが、表題がなかったりそれだけでは内容が判明し

ないものは（　）で補った。

８　差出は、文書の作成者・署名者などをとり、原則として原文書に従ったが、通称・

略称などで本名・地名・肩書などが補える場合は（　）内に付記した。また、印鑑・

商印など判読可能な場合は、（　）内に地名・店名などを付記した。店の商標は [ 商：　]

内に様式を略記し、表現不能な場合は「？」で表記した。



－ �v －

９　宛名は、文書の宛所に記されたものをとり、「様」「殿」などの敬称もそのまま表記

した。

10　表題・差出・宛名において、虫食・欠損などの場合、字数が推測可能なものは□、

不可能なものは [　] で表記した。

11　形態は、「冊」と「状」に分類し、綴状態のものは内容的に連続性のあるものを冊と

し、その他のものを状とした。

12　備考には、包紙・封筒の有無や文書の状態などを適宜付記した。

13　本目録作成のための文書調査は、平成 12(2000) 年度に第 1 次となる調査を開始し、

平成 21(2009) 年度に実施した第 29 次調査をもって終了した。

　　調査にあたっては下記の方々にご参加を賜った。記して謝意を表します。　

青木 美智男 赤池 栄人 荒武 賢一朗 石綿 豊大 市橋 一郎 上田 早織

右近 了一 内田 鉄平 大内 正臣 神谷 智 木下 はるか 小林 風

坂本 達彦 篠宮 雄二 清水 恵枝 深谷 信子 瀬戸口 龍一 相馬 伸吾

高埜 利彦 寺地 剛一 西澤 美穂子 野尻 泰弘 平井 利恵 平野 俊幸

廣瀬 孝行 藤田 稔泰 宮崎 祐希 宮田 直樹 森 広海 山形 裕之

山下 康太郎 横山 孝之輔 吉田 次郎 河野北前船研究会   （敬称略）

調査風景（2007 年 9 月　於 : 河野社会教育センター）
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　越前国 南
なんじょう

条 郡大
おおたに

谷浦は、西側を若狭湾に面した海岸沿いの浦である。鎌倉時代からそ

の名はみられ、気
け ひ

比大神宮の社領であった。のちには朝倉氏の支配や、大
おおたによしつぐ

谷吉継の知行

地となるなど度々領主が変わるが、江戸時代には福井藩領に属し、明治時代をむかえる。

明治 4(1871) 年には福井県に属し、その後敦賀県・石川県へと編入されるが、同 14 年

再び福井県に編入される。同 22 年には同県河
こ う の

野村の大字となった。

　隣村・隣浦として、北東に菅
すげのたに

谷村、北に大
だ い ら

良浦、南に元
も と ひ だ

比田浦がある。浦高について、「正

保郷帳」によると 72 石余（田方・24 石余、畑方・48 石余）で、「元禄郷帳」「天保郷帳」

「旧領旧高取調帳」をみても浦高の変化はみられない。海岸からすぐ山林が存在するとい

う地理的条件のため耕地は少ない。面積は 29 町 1 反 16 歩で、旧河野村内に属する村浦

の中では最大であるが、上田・上畑などはないため生産性は低い。このように耕地は少

ないものの、山林資源を生かし薪や漆、石灰などの販売が盛んであった。そのほか商品

作物として、塗料や灯油の材料になるアブラギリの実を多く生産・販売している。また、

かつては塩田があり、製塩業が行われていたが、海岸の沈降や高波被害などにより衰退

している。

　家数については、宝暦 11(1761) 年の村明細帳によると 64 軒で、人口は 324 人（男

167 人、女 157 人）とある。その後、寛政 12(1800) 年には 44 戸に減少しており、度

重なる高波被害が家数減少の要因の一つとして考えられる。

　また、大谷浦は鞠
まりやま

山藩領に隣接することから、福井藩によって口留番所が設置されて

おり、福井藩の物資流通管理上も重要な地域であった。

　宮川家の出自について触れた史料は、管見の限り確認できていない。しかし、文禄・

慶長期の史料が多数残されていることから、戦国末にはすでに同浦に居住していたと考

えられる。同家は江戸時代、代々庄屋役を務めており、近代に入っても戸長や副戸長を

務めている。

　家の経営については、山林資源に基づいた商品の販売に力を入れている。文書群の中

には、敦賀の商人・塩屋彦兵衛との間で、薪・炭・油実の取引を行っている様子が多く

散見されることから、この取引が家経営にとって重要な位置を占めていたと考えられる。

　向山家も 18 世紀頃から庄屋として名前が散見できる。宮川家同様、代々庄屋役をは

じめ村役人を務めた家であったが、文政期には村方騒動に巻き込まれ庄屋役を解任され

ている。しかし、以後も再び庄屋役に就任している。明治初期には、伍長を務めるが、

解　　説
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以後地域行政との関わりは希薄となっていく。家の経営についても、宮川家同様山林資

源の販売が大きな位置を占めていたと思われる。

　いずれにしても両家は、近世・近代を通じ、地域社会における政治・行政の主導的な

立場にいたことが分かる。

　町田市立自由民権資料館　　小林　風

参考文献

　『角川日本地名大辞典』18 福井県　角川書店  1989

　日本歴史地名大系『福井県の地名』　平凡社  1981

　『河野村誌』　河野村  1984

　『河野村誌』資料編　河野村  1983

　『福井県史』資料編 6　福井県  1987
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大谷浦周辺の地形図
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